
番町地区自主防災組織連合会
の活動について



1. 番町地区の概要と組織体制

•地区人口 ３，７３６人
（男１，７０４人 女２，０３２人）

•地区世帯数 ２，４０２世帯

•自主防災組織数 ３３組織
（令和8年4月1日現在）



1. 番町地区の概要と組織体制

•地区の特性
松山市の中心市街地であり、官公庁、商店街、マンションが混在する都
市型地区。

•組織の内訳
33の自主防災組織が結成されており、町内会（25）、マンション（3）、
商店街（5）が協力体制を構築。

•避難所
指定一般避難所として「番町公民館」と「番町小学校」があり、水害時
には上階への避難が推奨されている。



2. 「地域ぐるみの防災支援金」の活用実績

支援金を活用し、備蓄資器材の充実と習熟訓練を行っています。

• 令和5年度：衛生対策の強化
内容：プラダントイレ（5セット）等の購入。
活動：役員への組み立て・使用方法の講習を実施し、避難所の衛生環境向上を図った。

• 令和6年度：初期対応の迅速化
内容：段ボールトイレ（5セット）および衛生品の整備。
活動：既存の段ボールベッドと合わせた訓練を行い、避難所開設初期の円滑な運営体制を確認。

• 令和7年度：プライバシー確保と夜間対策
内容：トイレ用目隠しテント（3台）、ソーラー充電式LED投光器（10セット）の整備。
活動：要配慮者のプライバシー保護と、夜間の屋外トイレ利用を想定した照明活用訓練を実施。



3. 防災力向上のための視察研修

• 事業名

令和7年度歴史文化・防災力向上一日研修〔番町公民館共催事業〕

• 実施日

令和7年6月1日

• 場 所

高知県黒潮町（佐賀地区）～黒潮町津波避難タワー見学～

• 成 果

国内最大級の津波想定がある同地区の「津波避難タワー」を見学。
現地の「防災かがりがま士の会」から、日常生活に根差した「生活
防災」の取り組みを学び、住民の防災意識を高めた。



3. 防災力向上のための視察研修



3. 防災力向上のための視察研修



4. 実践的訓練：リアルHUG（避難所運営ゲーム）

防災士フォローアッププログラムの一環で、番町小学校を会場に訓練
が実施されました。

• 実施：令和8年1月18日

• 場所：番町公民館で座学の後、番町小学校体育館で実施。

• 内容：市内の防災士約30名が参加。図面上のゲームではなく、

実際に体育館の仕切り、仮設トイレの設営などを行った。

• 訓練の特徴【暗闇演出の効果】
訓練中に徐々にカーテンを閉め、夜間の停電状況を模擬体験。「暗くなって一
気に緊張が増した」という参加者の声もあり、夜間運営の困難さと迅速な初動
の重要性を再認識しました。
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事前学習 簡易トイレの設営



4. 実践的訓練：リアルHUG（避難所運営ゲーム）

居住区域の区割り 運営の役割分担



4. 実践的訓練：リアルHUG（避難所運営ゲーム）

受付の様子 暗闇でのAEDによる心肺蘇生



5. 今後の展望と課題

•共助の基盤づくりについて
オートロックマンションの増加や、近所づきあいの希薄化に伴い、地区
社会福祉協議会など地区団体とも連携を強化し、地区住民同士の「顔の
見える関係」を維持し、「誰一人取り残さない」体制づくりを推進し、
災害時の助け合いに繋げて行きたい。
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